
 

  第３回 

開催日：2021 年 11 月 28 日（日） 

大会長：佐藤喜根子 

（仙台赤門短期大学看護学科学科長・教授） 

会 場：仙台赤門短期大学 

仙台市青葉区荒巻青葉 6-41 

事務局：日本伝統医療看護連携学会 

仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

TEL 022-217-7065 

日本伝統医療看護連携学会 学術大会             

協賛セミナー・企業展示・広告掲載募集のご案内 

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大の影響により、現地開催だ

けでなく、Web 開催（リアル配信・オンデマンド配信）もしくは、ハイ

ブリッド方式（現地+Web 同時開催）での開催を視野に入れております。 

状況等については逐次大会 HP でお知らせします。 

【Web 開催の対応について】 

協賛セミナー(ランチョンセミナー)・企業出展へお申込みの場合は、 

学術大会・学会誌の広告掲載へ変更させていただきます。 

何卒ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
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あいさつ

 

 看護と伝統医療には、本質的に相通じあう要素が潜在していることから、連携しあうこ

とでこれまでにない新しい有益なものを生み出し、社会に還元するという意気込みで立ち

上げられた「日本伝統医療看護連携学会」の学術集会も、昨年は新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）でオンデマンド配信方式の Web 学会となりました。 

 学会長は亀井啓氏で大会テーマは『拡げよう連携医療の「わ」』でした。大会長講演は

『東洋医学こぼれ話－東西融合のコンセンサス成熟を目指して』と題して、東洋医学の様々

な歴史的・地理的背景を踏まえた内容でした。印象的だったのは、中国の南方は高温多湿で

薬草となる植物が豊富で「湯液治療」に発展したが、北方では植物が乏しかったので鍼灸が

発展したということを記憶しています。 

 

 そして今回、第３回目の学術大会です。「３」は「満つ」や「充つ」に通じ、縁起の良

い数字といわれています。また、古代中国の陰陽思想では、奇数が陽、偶数が陰とみなされ

ており、「老子」の第 42 章に「道は一を生ず。一は二を生じ、三は万物を生ず」とあるよう

です。そして数字にも意味があり、「１は元気」「２は陰気と陽気」「３は天地が合うと万物

を生む穏やかさ」を指すといわれており、「3」に対する崇高な思いが日本に伝承されたとい

う説もあります。 

「天地が万物を生む穏やかさ」とは何？広辞苑によれば、「万物」とは宇宙に存在してい

る全ての物－ありとあらゆる物－ということになるという。だとしたら… 

2019 年 12 月に中国武漢市で突然発生した COVID-19 は、2020 年 1 月に日本に上陸し、

僅か 1 年で感染者数 433,417 人、死者数 7,948 人(2021.3.1)となった。全世界では感染者数

が 1 億 1,467 万人、死者数 264 万人(2021.3.1)と 1 年半前の日常がいつ戻れるのか不安の

日々を迎えている。これもまた決して穏やかさと表現されるものではないが、天地が産んだ

万物に違いない。人類はこれまでも 1918 年のスペイン風邪（死者数 2,000~4,000 万人）、

1957 年アジア風邪（死者数 200~400 万人）と苦難を潜り抜けてきた。スペイン風邪と

COVID-19 の違いは、前者は新生児や若者に脅威だったが、後者は高齢者に脅威となって

いる。 

 超高齢社会の日本の死亡原因が昨年、悪性新生物－心疾患－老衰となった。悪性新生物

は緩和ケアが重要となり、老衰は健康寿命の延伸が必須となる。医療も施設医療から在宅医

療にシフトし、さらに COVID-19 は医療崩壊に拍車をかけると社会問題になっている。 

このような時にこそ、免疫力を高め、自粛生活を強いられる中でロコモティブシンドロー

ムの予防が必須となる。時代は SDGs(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目

標)である。地球規模で Good Health and Well-Being を目指し、ツボ刺激やお灸等を用いた

補完代替医療で世界をリードしていこうではありませんか？「ダイバーシティ＆インクル

ージョン(多様性と包括)」も叫ばれています。多職種の人材が一体となって働き、この状態

が進むことで人材が定着し成果を出す。この方向を目指すことが今問われています。 

 皆さん、ご一緒に「連携医療をイノベーション」していきましょう！ 

 

第３回日本伝統医療看護連携学会学術大会 

大会長 佐藤 喜根子 
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日本伝統医療看護連携学会学術大会 開催概要

 

１．学術大会名称  第３回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会 

 

２．学術大会長  佐藤喜根子（仙台赤門短期大学看護学科 学科長・教授） 

 

３．日 程  2021 年 11 月 28 日（日）9:00～16:50 

 

４．会 場  仙台赤門短期大学 

〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6-41 

TEL. 022-395-7750 

 

５．学会テーマ  連携医療をイノベーションする 

 

６．特 別 講 演  先進的な鍼灸医療 

公益社団法人 日本鍼灸師会 会長 小川卓良 先生 

 

７．教 育 講 演  薬膳料理の基本と料理 

          国際薬膳師・国際中医師・料理研究家・鍼灸師 横須賀真奈美 先生 

 

８．参加予定者  100 名 

 

９．事 務 局  日本伝統医療看護連携学会 

〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

TEL．022-217-7065 

 

10．ホームページ  https://jstn-am3.jimdofree.com/ 
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協賛セミナー（ランチョンセミナー）募集 概要

１．日 程  2021 年 11 月 28 日（日） 

 

２．会 場  仙台赤門短期大学 

〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6-41 

TEL. 022-395-7750 

 

３．協賛金額・日程・会場・収容人数 

 １）協賛金額：無料 

 ２）ランチョンセミナー募集枠（2 枠） 

  ①ランチョンセミナー１ 11 時 45 分～13 時 00 分 講義室 201 

              会場予定人数（最大 40 名） 

  ①ランチョンセミナー２ 11 時 45 分～13 時 00 分 講義室 301 

              会場予定人数（最大 80 名） 

 ３）借用にあたり含まれるもの 

  ①抄録集への企画内容掲載、協賛企業名掲載 

  ②付帯設備使用量、備品（プロジェクター、スクール、マイク、音響、照明、演台、 

椅子など） 

  ③会場前の表示看板 

４）借用に含まれないもの：貴社にてご負担ください。 

 ①座長、演者などへの謝金・旅費・宿泊費など 

 ②参加者への昼食等の飲食費 

５）講師・座長・テーマ 

講師・座長・テーマ案等を申込書にご記入ください。事務局での協賛枠決定後、貴社か   

ら講師・座長依頼を行ってください。 

 

４．ランチョンセミナー参加者の募集方法 

 １）事前にランチョンセミナーの参加受付を行う 

２）学会当日にランチョンセミナーの整理券を配布する 

※上記いずれの方法も貴社にて手配をお願いしますが、方法については事務局との 

打合せで決定します。 

 

５．協賛の特典について 

①協賛企業として会社名を明示し、講演者・座長名・ランチョンセミナー要旨を抄録集に 

掲載します。１セミナーにつき抄録集の掲載は１ページです。要旨及び講師プロフィー 

ルを完結にまとめ、事務局の指定期日までに Word データにてご提出ください。 
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②抄録集は１部お渡しします。 

③ネームホルダー（関係者用）ランチョンセミナー講師、司会、運営担当者の人数を学術 

大会開催１か月前までにご連絡ください。 

 ④ネームホルダー（関係者用）で、学術大会に参加できます。 

 

６．広告用チラシの作成 

作成は任意ですが、作成された場合は事務局にて原稿の確認を行いますので印刷前に 

ご提出ください。 

 

７．お申込期限 

2021 年 6 月 30 日（水）

 

８．お支払い 

協賛枠決定後、請求書を 7 月末頃に発送いたします。期日までに指定の口座にお振込み 

ください。 

 

９．協賛セミナーの取消し 

申込書提出後の取消しは、原則としてできません。ただし、やむを得ない理由で協賛を取 

消す場合は事務局にご相談ください。取消しにかかる費用について請求する場合もござ

いますので、ご了承ください。 

 

10．変更・中止 

天災等の不可抗力の事情により、開催時期の変更または開催を中止する場合がございま

す。それまでに要した費用は貴社のご負担となりますので、ご了承ください。 

 

11．個人情報の取り扱い及びセミナーの録音・録画、二次利用について 

日本伝統医療看護連携学会学術大会では、氏名・住所等参加者の個人情報提供を条件とし 

たセミナーはお断りしております。セミナー参加後に自由意思に基づき参加者個人の判 

断で連絡先を提供することはこの限りではありませんが、セミナー会場入り口で参加者

の氏名等の記載を求める行為は認めておりません。 

セミナー内容の録音・録画、写真撮影について、主催者の許可を得て社内用のセミナー開 

催報告を目的とした場合を除きご配慮頂いています。また、録音・録画、写真の二次使用 

は認めておりませんのでご了承ください。 

 

12．申込・お問合せ先 

日本伝統医療看護連携学会 〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp



【個人情報について】 

お預かりしている個人情報は、第三者が不当に入手することがないよう、厳重に安全管理のために必要な措置を講じます。 

第 3 回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会 ランチョンセミナー申込書 

 

   年   月   日 

学 術 大 会 名  第 3 回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会 

企 業 名  

部 署 名  

責 任 者 名  

ご 担 当 者 名  

連 絡 先 〒 

 

T E L： 

Email： 

セミナー概要 
第１希望会場名： 

第２希望会場名： 

希望テーマ： 

内   容： 

【候補者】演者名： 

      座長名： 

【特記事項】 

 

※日時・場所等は、主催者側で最終決定いたしますので、ご了承ください。 

※ご応募が予定数を上回った場合は、調整させていただきますので、ご了承ください。 

※講師交渉は、協賛決定後に開始してください。 

＜申込・お問合せ先＞ 

〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp 



5 

企業出展募集 概要

１．日 程  2021 年 11 月 28 日（日） 

 

２．会 場  仙台赤門短期大学 １階ラウンジ 

〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6-41 

TEL. 022-395-7750 

 

３．募 集 数  5 小間予定 

 

４．出 展 料  1 小間 30,000 円 ※申し込み順とさせていだきます。 

 

５．基礎小間仕様（１小間） 

 ・ブーススペース 幅約 1800mm×奥行 1400mm 

 ・展示机     幅約 1500mm×奥行 4500mm 

 ・椅子      ２脚 

 ・社名表示    紙で作成します。 

 ・電源コンセント 

 

6．お申込期限 

2021 年 6 月 30 日（水）

 先着順にて受付けます。期限前に予定数に達した場合は締切ります。 

 

7．お支払い 

請求書を 7 月末頃に発送いたします。期日までに指定の口座にお振込みください。 

  

8．出展物の管理 

 出展物の管理は、出展者が行ってください。展示期間中の出展物の盗難・損失等の損害 

に対して、当学会は責任を負いません。 

 

9．出展の特典について 

①出展企業として抄録集に会社名を明示します。 

②抄録集は１部お渡しします。 

③ネームホルダー（関係者用）をお渡ししますので、学術大会開催１か月前までにご連絡 

ください。ネームホルダー（関係者用）で、学術大会に参加できます。 
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10．広告物の配布 

 小間内での配布は可能ですが、会場内での配布はご遠慮ください。 

 

12．禁止事項 

 １）消防法等の法令や会場規定により禁止されていることに抵触する行為。 

 ２）小間外での出展活動、参加費、他の出展社に対して危険又は迷惑をかける行為。 

 ３）本学会の品位を下げるような行為。 

 

13．出展の取消し 

申込書提出後の取消しは、原則としてできません。ただし、やむを得ない理由で出展を取 

消す場合は、お支払い済みの出展料は返金できませんのでご了承ください。 

 

14．変更・中止 

天災等の不可抗力の事情により、開催時期の変更または開催を中止する場合がございま 

す。それまでに要した費用は貴社のご負担となりますので、ご了承ください。 

 

13．申込・お問合せ先 

日本伝統医療看護連携学会 〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp



【個人情報について】 

お預かりしている個人情報は、第三者が不当に入手することがないよう、厳重に安全管理のために必要な措置を講じます。 

第 3 回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会 企業出展申込書 

 

   年   月   日 

学 術 大 会 名  第 3 回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会 

企 業 名  

部 署 名  

責 任 者 名  

ご 担 当 者 名  

連 絡 先 

〒 

 

T E L： 

Email： 

申 込 小 間 数 （      ）小間 

出 展 料 1 小間 30,000 円（税込） 

出 展 内 容 

 

 

 

標 準 仕 様 

机 

椅子 

電源コンセント 

□要 

□要 

□要 

□不要 

□不要 

□不要 

特 記 事 項 
 

 

※展示場所は、主催者側で最終決定いたしますので、ご了承ください。 

※ご応募が予定数を上回った場合は、調整させていただきますので、ご了承ください。 

 

＜申込・お問合せ先＞ 

〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp 
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学術大会・学会誌の広告募集 概要

１．申込内容  

１）広告について 

 下記２媒体に広告を掲載します。 

①媒体名 第 3 巻第 1 号 伝統医療看護連携研究（学術大会 抄録集） 

・開 催 日 2021 年 11 月 28 日（日） 

・会 場 仙台赤門短期大学 

〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6-41 

TEL. 022-395-7750 

    ・参加予定者 100～120 名 

  ②媒体名 第 3 巻第 2 号 伝統医療看護連携研究（学会誌） 

    ・発 刊 日 令和 4 年３月末日（予定） 

    ・購読予定者 100 名 

    ※製本もしますが、会員には電子ジャーナルを会員へは配布します。 
 

２）掲載内容 

①印刷形態：A4 判 本文モノクロ印刷 

②広告料 

A4 版 後付 全頁(モノクロ) 30,000 円 

A4 版 後付 半頁(モノクロ) 20,000 円 

A4 版 後付 1/4頁(モノクロ) 10,000 円 

(版下データをメールで jstn@akamon.ac.jp に送信もしくは CD-ROM にて事務局宛 

に送付をお願いします) 

  

２．お申込期限 

2021 年 6 月 30 日（水）

  

３．お支払い 

請求書を 7 月末頃に発送いたします。期日までに指定の口座にお振込みください。 

 

４．申込・お問合せ先 

日本伝統医療看護連携学会 〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp

  



【個人情報について】 

お預かりしている個人情報は、第三者が不当に入手することがないよう、厳重に安全管理のために必要な措置を講じます。 

第 3 回 日本伝統医療看護連携学会 学術大会・学会誌の広告申込書 

 

   年   月   日 

媒 体 名 
第 3 巻第 1 号 伝統医療看護連携研究（学術大会 抄録集） 

第 3 巻第 2 号 伝統医療看護連携研究（学会誌） 

企 業 名 
 

 

部 署 名 
 

 

責 任 者 名 
 

 

ご 担 当 者 名 
 

 

連 絡 先 

〒 

 

T E L： 

Email： 

広 告 仕 様 

□ A4 版 後付 全頁(モノクロ)   30,000 円 

□ A4 版 後付 半頁(モノクロ)   20,000 円 

□ A4 版 後付 1/4 頁(モノクロ) 10,000 円 

特 記 事 項 

 

 

 

※この申込で２媒体に広告を掲載します。 

※掲載箇所は、学会にて決定いたしますので、ご了承ください。 

※ご応募が予定数を上回った場合は、調整させていただきますので、ご了承ください。 

 

＜申込・お問合せ先＞ 

〒980-0803 宮城県仙台市青葉区国分町 1 丁目 6-7 

T E L 022-217-7065  F A X 022-266-9950 

Email jstn@akamon.ac.jp 


